






要約:6地域で,1988年6月までに585,459名の新生児でCAHマススクリーニングを行い,28

例の患児を発見した。発生頻度は 1/20,909 であった。単純型 8(男 3,女 5),塩喪失型 18(男

7,女 11),病型未定 2(男 1,女 1)であった。患児の症状はマススクリーニング以前の調査に

くらべ,重篤症状は減少していた。患児の第 1回濾紙血 17-OHP 値で最も低かったのは直接

法で 53.1ng/ml 全血,抽出法で 14.1ng/ml 全血であった。塩喪失型の方が単純型よりも高い

17-OHP 値を示す傾向がみられた。 


